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市
史
編
さ
ん
室　

事
務
局
活
動
報
告

（
令
和
四
年
一
月
～
一
二
月
）

Ⅰ　

古
文
書
等
調
査
の
概
況

一　

古
文
書
等
調
査
の
概
況

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
古
文
書
等
の
歴
史
資
料
の

保
存
、
整
理
、
研
究
と
し
て
、
ま
た
、
各
専
門
部
会
活
動
の
資
料

に
供
す
る
た
め
、
目
録
作
成
・
写
真
撮
影
等
の
基
礎
的
な
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
一
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
新
た
に

一
三
件
の
文
書
群
（
七
、
六
〇
五
件
）
を
借
用
（
う
ち
一
件
寄
贈
）

し
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
一

月
か
ら
一
二
月
の
間
に
調
査
を
終
え
た
文
書
群
は
一
二
件
（
七
、

二
三
四
点
）
と
な
っ
た
。
寄
贈
・
寄
託
文
書
は
六
件
あ
り
、
一
四

三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
調
査
終
了
文
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
、

個
別
に
解
説
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
二

三
六
件
（
総
点
数
約
九
万
六
千
点
）
の
調
査
を
終
え
た
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
令
和
四
年
一
月
段
階
で
五
七
件
（
約
八
万
件
）
の
文

書
群
を
調
査
中
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
随
時
調
査
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
立
文
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
市
外
の
史
料
保
存

機
関
で
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書
等
に
つ
い
て
も
、
随
時
調
査
を
進

め
て
い
る
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）
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二　

調
査
終
了
文
書
の
紹
介

江
波 
荻
原
彌
一
家
文
書　

一
一
点

　

所
蔵
者
の
荻
原
彌
一
氏
は
市
内
柿
沼
の
出
身
で
あ
る
が
、
長
年

に
わ
た
り
母
の
実
家
に
あ
た
る
内
田
家
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
経
緯

が
あ
り
、
今
回
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
文
書
等
も
、
代
々
内
田

家
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
内
田
家
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
家
柄

で
あ
る
が
、
彌
一
氏
の
祖
父
内
田
兵
三
郎
は
、
明
治
二
二
年
（
一

八
八
九
）
の
長
井
村
発
足
当
初
か
ら
村
役
場
の
書
記
や
助
役
、
村

長
を
務
め
、
小
学
校
や
役
場
の
建
設
に
尽
力
す
る
な
ど
、
明
治
か

ら
大
正
期
に
か
け
て
村
政
の
中
枢
を
担
い
、
近
代
の
村
の
発
展
を

支
え
た
人
物
で
あ
る
。

　

今
回
の
全
一
一
点
の
文
書
等
は
全
て
江
戸
時
代
の
信
仰
を
示
す

も
の
で
、元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
内
田
貞
七
が
西
国
三
十
三
ヶ

所
巡
礼
の
際
に
身
に
着
け
た
笈お
い

摺ず
り

や
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

に
授
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
血け
ち

脈み
ゃ
く（
系
図
）、
権
大
僧
都
天
台
伝

灯
沙
門
大
阿
闍
梨
長
福
円
詢
か
ら
内
田
七
郎
左
衛
門
が
授
与
さ
れ

た
「
作
法
」、
高
野
山
金
剛
峰
寺
の
摩
射
除
御
守
、
高
野
山
中
院

御
房
龍
光
院
の
摺
物
（
弘
法
大
師
御
影
）、お
札
、
摺
仏
等
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
か
ら
内
田
家
が
約
二
八
〇
年
以
上
も
の
間
、

大
切
に
守
り
伝
え
て
来
た
も
の
で
、
当
時
の
人
々
の
信
仰
の
様
子

を
知
る
上
で
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　

令
和
二
年
一
一
月
に
借
用
し
、
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
同
四

年
二
月
に
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

曙
町 

齊
藤
忠
彦
家
文
書　

五
九
点

　

今
回
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
全
て
齊
藤
忠
彦
氏
の
父

齊
藤
通
雄
氏
に
関
係
す
る
書
類
・
書
籍
類
で
あ
る
。
齊
藤
通
雄
氏

は
、明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
生
ま
れ
、
市
内
間
々
田
の
出
身
で
、

男
沼
村
役
場
の
書
記
を
務
め
、
そ
の
後
、
熊
谷
市
役
所
近
く
で
喫

茶
店
「
飛
行
船
」
や
煎
餅
工
場
等
を
経
営
さ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
一
番
古
い
も
の
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
明

仁
親
王
の
降
誕
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
大
里
郡
内
の
市
町
村
役

場
吏
員
の
写
真
集
『
御
降
誕
記
念
市
町
村
吏
員
写
真
帖
』
で
あ
る
。

内
容
は
、
各
役
場
の
玄
関
前
で
撮
影
さ
れ
た
村
長
と
職
員
等
の
い

わ
ゆ
る
集
合
写
真
だ
が
、
合
併
に
よ
り
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
し

ま
っ
た
町
村
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
各
地
域
の
当
時
の
様
子
を
知

る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
。
な
お
、
男
沼
村
役
場
の
写
真

に
は
、
書
記
を
し
て
い
た
当
時
の
通
雄
氏
の
姿
も
あ
る
。
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ま
た
、
通
雄
氏
は
、
昭
和
六
〇
年
代
か
ら
平
成
初
期
に
宮
町
地

区
の
自
治
会
長
を
務
め
、
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
第
二
本
町
区
の

戸
隠
山
車
修
理
及
び
山
車
収
納
庫
建
設
に
あ
た
っ
て
も
堀
口
熊
五

郎
氏
等
と
と
も
に
（
実
行
）
委
員
会
の
常
任
委
員
・
相
談
役
と
し

て
名
を
連
ね
て
お
り
、「
平
成
元
年
度
第
二
本
町
区
戸
隠
山
車
修

理
及
び
山
車
収
納
庫
建
設
寄
附
募
集
趣
意
書
」
等
、
そ
の
関
連
書

類
も
あ
る
。
他
に
も
、
こ
の
時
期
に
高
城
神
社
の
総
代
も
兼
ね
て

い
た
た
め
、
昭
和
天
皇
の
病
状
悪
化
に
伴
う
神
事
の
自
粛
、
御
大

典
記
念
の
玉
垣
修
復
等
、
お
代
替
わ
り
前
後
の
地
域
社
会
の
動
静

が
わ
か
る
書
類
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り
変
わ
る
時
期
の
地
域
の

様
子
を
記
録
す
る
資
料
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。
他
に
、
日
記

七
冊
、
家
族
写
真
、
昭
和
一
〇
年
代
の
書
道
関
係
の
書
籍
等
も
あ

る
。

　

本
文
書
群
は
令
和
三
年
一
月
に
借
用
し
、
整
理
終
了
後
の
同
四

年
二
月
に
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

上
奈
良 

並
木
集
会
所
文
書　

五
点

　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
一
二
月
に
、
仏
像
・
仏
画
調
査
の
一

環
で
上
奈
良
並
木
集
会
所
を
訪
問
し
た
際
に
現
地
調
査
し
た
近

代
・
現
代
文
書
で
あ
る
。
本
文
書
群
は
、
小
字
（
廓
）
の
並
木
単

位
で
残
存
し
た
区
有
文
書
と
い
え
る
。
文
書
の
作
成
年
代
は
、
明

治
期
二
点
、
昭
和
期
三
点
と
な
る
が
、
一
部
昭
和
戦
後
ま
で
書
き

足
さ
れ
て
い
る
。
初
見
は
、明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
正
月
「
並

木
廓
総
代
諸
費
控
帳
」
で
あ
る
。
同
年
二
月
「
手
長
男
神
社
・
根

本
神
社
屋
根
修
［　
　

］
収
支
扣
簿
」
は
、
手
長
男
神
社
と
根
本

神
社
の
屋
根
修
復
に
関
す
る
収
支
を
控
え
た
帳
簿
で
あ
ろ
う
。
前

述
の
「
並
木
廓
総
代
諸
費
控
帳
」
は
、
明
治
三
六
年
か
ら
昭
和
六

〇
年
（
一
九
八
五
）
ま
で
並
木
廓
の
総
代
が
諸
費
を
控
え
た
帳
簿

で
あ
り
、
総
代
が
交
代
す
る
た
び
に
帳
簿
に
書
き
足
さ
れ
て
現
在

ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月
「
床
堀

当
番
人
扣
帳
」
は
、
同
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
一
日
か
ら
二
二

年
（
一
九
四
七
）
一
〇
月
一
九
日
ま
で
の
記
録
が
あ
り
、
概
ね
四

人
で
当
番
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
最
後
に
、
昭
和
一
五

年
（
一
九
四
〇
）
一
二
月
「
並
木
前
隣
保
班
順
位
帳
」、「
並
木
後

隣
保
班
順
位
帳
」
が
あ
る
。
隣
保
班
と
は
、
戦
時
体
制
下
で
国
民

総
動
員
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
末
端
組
織
の
こ
と
で
、
昭
和
一
五

年
九
月
内
務
省
訓
令
の
「
部
落
会
町
内
会
等
整
備
要
項
」
に
基
づ

き
、
部
落
会
や
町
内
会
の
下
部
組
織
と
し
て
一
〇
戸
内
外
の
単
位
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で
編
成
さ
れ
、
防
空
、
防
火
、
防
犯
、
国
民
貯
蓄
、
物
資
配
給
の

円
滑
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
当
時
の
歴
代
班
長
、

部
落
惣
代
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
書
群
は
、
近
代
・
現
代
の
小
字
（
廓
）
に
残
る
区
有
文
書

と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
調
査
が
終
了
し
た
後
も
、
並
木
集
会
所
で

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

中
西 

棚
沢
家
文
書　

二
八
八
〇
点

　

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
・

現
代
文
書
で
あ
る
。
作
成
年
代
の
内
訳
は
、
近
世
一
一
点
、
明
治

期
七
八
点
、
大
正
期
一
二
二
点
、
昭
和
期
一
一
七
一
点
、
平
成
期

一
〇
三
点
、
近
代
推
定
二
二
二
点
、
年
代
不
詳
一
一
七
三
点
で
、

昭
和
期
の
も
の
が
多
い
近
世
・
近
代
・
現
代
文
書
で
あ
る
。
年
代

不
詳
の
多
く
は
、
短
冊
・
色
紙
な
ど
で
、
棚
沢
慶
治
の
作
品
が
大

半
で
あ
る
。
初
見
は
、
書
籍
で
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
五

月
「（
沢
山
下
）」
の
刊
本
で
あ
る
。
文
書
の
初
見
は
、
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）
一
二
月
「
連
判
証
文
之
事
」
で
あ
る
。
文
書
群
の
特

徴
は
、
文
書
、
軸
、
短
冊
、
色
紙
に
大
別
出
来
る
。
俳
人
棚
沢
慶

治
の
代
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
た
め
、
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て

の
も
の
が
多
い
。

　

慶
治
は
、
略
歴
に
よ
る
と
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
一
二

月
七
日
生
ま
れ
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
成
田
村
青
年
団
長

就
任
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
熊
谷
市
農
会
副
会
長
就
任
、

同
一
七
年
（
一
九
四
二
）
熊
谷
市
議
会
議
員
に
当
選
、
昭
和
二
二

年
（
一
九
四
七
）
熊
谷
市
公
安
委
員
に
就
任
す
る
。
歌
人
活
動
は
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
作
句
発
表
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
短
歌
に
転
じ
歌
誌
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
発
表
、

同
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
歌
誌
「
新
泉
」
を
発
行
す
る
。
昭
和
二

四
年
（
一
九
四
九
）
歌
誌
「
潮
汐
」、同
二
九
年
（
一
九
五
四
）「
と

き
わ
新
聞
」
の
編
集
発
行
に
あ
た
る
、
同
四
〇
年
（
一
九
六
五
）

四
月
歌
集
「
土
の
に
ほ
ひ
」
出
版
、
同
年
八
月
、
随
筆
「
わ
が
文

学
と
生
活
」
出
版
、
同
五
四
年
（
一
九
七
九
）「
昭
和
萬
葉
集
」
に

登
載
し
た
。
受
賞
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
一
月
、
熊

谷
市
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
、
同
五
三
年
（
一
九
七
八
）
第
一

回
埼
玉
文
化
と
も
し
び
賞
を
受
賞
、
同
五
六
年
（
一
九
八
一
）
四

月
、
熊
谷
市
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
他
に
は
、
昭
和

一
一
年
（
一
九
三
六
）
一
二
月
二
五
日
に
熊
谷
警
察
署
用
自
動
車

購
入
並
ニ
警
察
寮
建
築
費
寄
附
に
よ
り
感
謝
状
、
同
一
七
年
（
一

九
四
二
）
一
〇
月
二
日
に
県
社
高
城
神
社
へ
幣
帛
料
一
〇
〇
円
を
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奉
納
、
同
一
八
年
（
一
九
四
三
）
三
月
に
大
政
翼
賛
会
埼
玉
県
熊

谷
市
支
部
常
務
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

近
世
で
は
、
前
掲
元
文
五
年
「
連
判
証
文
之
事
」、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）「
伊
勢
神
廟
太
々
御
神
楽
」、
同
一
一
年
（
一
八
二
八
）

九
月
「
差
上
申
一
札
之
事
」、
江
戸
時
代
推
定
「
御
用
箪
笥
諸
書

物
目
録
」、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）

ま
で
の
五
点
の
質
地
証
文
を
貼
り
合
せ
た
巻
物
が
あ
る
。

　

近
代
で
は
、
行
政
・
組
合
の
簿
冊
が
あ
る
。
大
正
一
三
年
（
一

九
二
四
）
～
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
中
西
農
事
組
合
「
歳
入

歳
出
予
算
決
算
綴
」、
大
正
一
四
年
度
（
一
九
二
五
）
と
同
一
五
年

度
（
一
九
二
六
）
の
有
限
責
任
成
田
信
用
購
買
販
売
組
合
の
事
業

報
告
書
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
～
七
年
（
一
九
三
二
）
頃
の

農
会
・
成
田
堰
関
係
な
ど
の
行
政
文
書
を
綴
っ
た
「
昭
和
四
年
度

諸
書
類
・
同
五
年
一
切
綴
込
帳
」、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
～
二

二
年
（
一
九
四
七
）
の
「
中
西
電
化
組
合
事
業
成
績
書
類
」、
同
六

年
（
一
九
三
一
）「
成
田
堰
用
水
普
通
水
利
組
合
関
係
綴　

灌
漑
費

報
告
中
西
井
戸
組
合
附
綴
（
昭
和
二
〇
年
ま
で
）」、「
自
昭
和
八

年
至
同
十
年
農
家
組
合
公
文
書
綴
」、同
一
〇
年
（
一
九
三
五
）「
農

会
惣
代
関
係
書
類
綴
（
昭
和
一
五
年
ま
で
）」、
同
一
六
年
（
一
九

四
一
）
中
西
農
事
実
行
組
合
「
昭
和
十
六
年
度
公
文
書
綴
」、
同
一

七
年
（
一
九
四
二
）「
中
西
農
事
実
行
組
合
公
文
書
綴
」、
同
一
九

年
（
一
九
四
四
）「
中
西
農
事
実
行
組
合
台
帳
」
が
あ
る
。
養
蚕

で
は
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
～
一
八
年
（
一
九
四
三
）
の

中
西
養
蚕
実
行
組
合
手
帖
が
あ
る
。
大
政
翼
賛
会
で
は
、
昭
和
一

七
年
（
一
九
四
二
）
一
〇
月
一
七
日
の
「
熊
翼
賛
発
第
一
四
四
号

（
日
本
刀
供
出
方
促
進
ニ
関
ス
ル
件
）」
が
あ
る
。
伊
勢
参
宮
関
係

は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
大
字
上
之
講
中
「
両
宮
参

拝
道
中
宿
帳
」、
明
治
期
「
伊
勢
参
宮
金
積
立
帳
」、「
伊
勢
参
宮

金
銭
積
立
帳
」
な
ど
が
あ
る
。
戦
前
の
日
誌
は
、
大
正
五
年
（
一

九
一
六
）
～
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
の
日
誌
（
日
付
別
）、
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）
～
同
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
の
日
誌
、
昭

和
一
一
年
（
一
九
三
六
）～
同
一
五
年
の
日
誌
が
あ
る
。
社
寺
で
は
、

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
一
二
月
「
郷
社
氏
子
惣
代
日
誌
覚
帳
」

が
あ
る
。
教
育
で
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
、
成
田
尋

常
小
学
校
増
築
・
修
繕
費
の
精
算
書
が
あ
る
。

　

鹿
児
島
寿
蔵
関
係
で
は
、
日
誌
の
中
に
、
昭
和
二
七
年
（
一
九

五
二
）
一
月
三
日
「
鹿
児
島
先
生
年
始
に
来
る�

手
製
の
短
冊
掛
に

短
冊
一
枚
頂
く
」
な
ど
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
昭
和
一
七
年
（
一

九
四
二
）
四
月
の
寿
蔵
葉
書
、
同
年
七
月
の
鹿
児
島
や
す
ほ
書
簡
、

同
三
八
年
（
一
九
六
三
）
五
月
寿
蔵
葉
書
、同
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
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一
二
月
発
行
の
「
歌
集
や
ま
み
づ
（
潮
汐
叢
書
第
二
六
篇
）」
の
表

紙
見
返
し
に
寿
蔵
の
短
歌
が
一
点
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
り
、
同

六
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
一
〇
日
寿
蔵
葉
書
が
あ
る
。
寿
蔵
の

娘
成
恵
関
係
と
し
て
、
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
一
一
月
に
潮

汐
会
鹿
児
島
成
恵
他
三
名
か
ら
の
書
簡
、
同
五
九
年
（
一
九
八
四
）

の
成
恵
年
賀
状
が
あ
る
。
ま
た
、「
新
泉
」
歌
稿
鹿
児
島
先
生
選

が
多
数
あ
る
。
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
七
月
の
短
歌
研
究
に
、

鹿
児
島
寿
蔵
「
わ
が
回
帰
の
歌
」（
一
〇
〇
首
）
が
あ
る
。
同
年
歌

誌
「
潮
汐
」
二
〇
〇
号
記
念
熊
谷
夏
季
大
会
が
上
之
龍
淵
寺
で
開

催
さ
れ
、
鹿
児
島
寿
蔵
も
参
加
し
、
書
類
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

寿
蔵
の
色
紙
は
、
一
点
確
認
で
き
る
。
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）

一
〇
月
、
新
宿
小
田
急
百
貨
店
開
店
十
周
年
記
念
鹿
児
島
寿
蔵
作

品
展
の
展
示
図
録
が
あ
る
。
な
お
、
寿
蔵
に
つ
い
て
は
、
棚
沢
慶

治
が
『
埼
玉
史
談
』
で
論
じ
て
い
る
（「
埼
玉
と
鹿
児
島
壽
蔵

（
上
）」（『
埼
玉
史
談
』
第
二
〇
一
号
）、「
埼
玉
と
鹿
児
島
寿
蔵
（
中
）」

（『
埼
玉
史
談
』
第
二
〇
二
号
）、「
埼
玉
と
鹿
児
島
寿
蔵
（
下
）」（『
埼

玉
史
談
』
第
二
〇
三
号
）。

　

棚
沢
慶
治
の
著
作
は
、「
土
の
に
ほ
ひ
」
が
あ
る
。
あ
と
が
き

に
鹿
児
島
先
生
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
六
年
（
一
九

八
一
）
三
月
「
続
土
の
に
ほ
ひ　

抄
」
に
は
、
棚
沢
慶
治
の
略
歴

が
記
さ
れ
て
い
る
。
青
年
の
頃
に
詠
ん
だ
短
歌
を
後
に
句
集
に
し

た
も
の
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
～
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

ま
で
の
報
知
歌
壇
な
ど
に
入
選
し
た
と
き
の
新
聞
切
抜
、
草
稿
原

稿
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
～
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
の

歌
集
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
～
四
二
年
（
一
九
六
七
）
の

歌
集
が
あ
る
。
扇
面
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
～
六
年
（
一
九

一
七
）「
俳
句
の
履
歴
」
で
は
、
大
正
四
年
一
月
（
一
七
歳
）
か
ら

俳
句
を
始
め
る
と
あ
る
。
他
に
は
、
短
冊
、
色
紙
は
慶
治
書
が
大

半
を
占
め
る
。
バ
ラ
の
も
の
で
は
、
安
藤
野
雁
歌
碑
、
安
藤
野
雁

百
年
祭
な
ど
に
つ
い
て
歌
っ
た
色
紙
が
あ
る
。

　

俳
諧
で
は
、
棚
沢
露
翠
「
大
正
七
年
俳
句
集
」、
大
正
一
四
年
（
一

九
二
五
）
中
西
競
吟
会
同
人
毎
回
集
綴
「
俳
句
集
録
」
が
あ
る
。

ま
た
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
一
月
「
上
之
・
後
中
西
佐

喜
床
席
額
改
風
百
々
一
集
」
が
あ
る
。

　

奥
原
晴
湖
関
係
で
は
、
昭
和
戦
前
「
奥
原
晴
湖
会
設
立
趣
意
書

附
晴
湖
会
規
約
並
に
展
覧
会
規
定
晴
湖
奥
原
先
生
伝
」、
昭
和
二

七
年
（
一
九
五
二
）
七
月
に
上
之
関
根
和
三
郎
発
行
人
「
奥
原
晴

湖
」、
同
五
三
年
七
月
発
行
「
女
傑
画
家　

奥
原
晴
湖
（
週
刊
サ

イ
ギ
ン
行
報
別
冊
六
二
）」、同
年
一
〇
月
の
埼
玉
県
立
博
物
館
「
特

別
展
示
「
奥
原
晴
湖
展
」
図
録
」
が
あ
る
。
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写
真
で
は
、
大
正
一
一
年
度
（
一
九
二
二
）
の
成
田
村
青
年
団

役
員
紀
念
写
真
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
の
石
坂
養
平

先
生
文
章
碑
建
設
記
念
写
真
、
昭
和
戦
前
の
大
日
本
国
防
婦
人
会

成
田
分
会
集
合
写
真
、
成
田
公
民
学
校
女
子
部
第
二
回
卒
業
記
念

写
真
な
ど
が
あ
る
。
絵
葉
書
は
、
龍
淵
寺
四
十
九
世
再
中
興
宝
山

明
樹
師
座
像
、
奥
原
晴
湖
遺
墨
展
孟
母
断
機
舞
原
東
海
氏
蔵
、
石

坂
養
平
先
生
文
章
碑
全
景
、
絵
葉
書
帖
に
熊
谷
関
係
と
し
て
、
熊

谷
堂
（
横
面
）、
熊
谷
蓮
生
肖
像
、
敦
盛
郷
肖
像
・
玉
琴
姫
肖
像
、

黒
谷
熊
谷
墓
、
黒
谷
敦
盛
墓
が
あ
る
。

　

挿
花
で
は
、［　

］
一
二
年
一
二
月
「［　
　

］
遠
州
古
流
挿
花

許
状
」
は
、
英
松
庵
一
照
か
ら
棚
沢
氏
一
智
女
雅
に
免
許
し
た
も

の
。
学
術
で
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
二
月
「
学
術
研
究

会
趣
旨
之
案
文
」
は
、
発
起
者
熊
谷
町
大
字
石
原
倉
上
昌
三
と
松

崎
礼
三
で
あ
っ
た
。
祝
儀
・
不
祝
儀
は
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二

二
）
一
月
「
御
祝
儀
納
入
帳
」
が
あ
る
。

　

現
代
で
は
、
戦
後
の
日
誌
が
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
～

三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
も
の
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
～

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
の
も
の
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
～

八
年
（
一
九
九
六
）
の
も
の
が
あ
る
。
農
地
関
係
で
は
、
農
地
買

収
代
金
支
払
御
通
知
、昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
～
四
〇
年
（
一

九
六
五
）
の
農
地
解
放
関
係
書
類
綴
な
ど
が
あ
る
。
社
寺
関
係
で

は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
一
一
月
発
行
「
東
漸
寺
だ
よ
り
」

が
あ
る
。

　

安
藤
野
雁
関
係
で
は
、
歌
碑
関
係
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
中
で

も
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
の
「
安
藤
野
雁
歌
碑
建
設
の
趣

意
書
」、
安
藤
野
雁
歌
碑
建
設
助
成
金
交
付
請
願
書
、
発
起
人
推

挙
状
、
賛
助
員
推
挙
状
、
野
雁
歌
碑
建
設
発
起
人
会
の
書
類
一
括
、

寄
付
芳
名
簿
、
建
設
準
備
会
宛
て
の
持
田
永
三
郎
書
簡
、
会
員
申

込
書
、同
二
九
年
（
一
九
五
四
）「
安
藤
野
雁
歌
碑
建
設
の
記
」、「
野

雁
歌
碑
除
幕
式
写
真
帖
」、「
安
藤
野
雁
歌
碑
除
幕
式
記
念
写
真
」、

「
祝
詞
」、「
式
辞
」、「
祝
辞
」、「
式
次
第
」、
除
幕
式
費
、
領
収
証
綴
、

除
幕
式
案
内
葉
書
一
括
が
あ
る
。
関
連
と
し
て
、
佐
々
木
信
綱（
歌

人
、
国
文
学
者
）
の
書
簡
、
歌
碑
建
設
後
の
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
に
詠
ん
だ
渡
辺
刀
水
の
書
が
あ
る
。
ま
た
、
安
藤
野
雁
没

後
百
年
祭
関
係
と
し
て
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
三
月
に
行

わ
れ
た
参
加
者
芳
名
簿
、
祭
文
、「
野
雁
百
年
祭
（
野
雁
遺
墨
写

真
色
紙
）」、
棚
沢
慶
治
作
で
は
「
安
藤
野
雁
翁
百
年
祭
の
墓
前
に

捧
ぐ
」、
短
歌
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）

一
〇
月
に
桑
折
町
文
化
記
念
館
（
福
島
県
）
で
展
示
が
あ
り
、
文

書
群
の
中
か
ら
安
藤
野
雁
関
係
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。
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棚
沢
慶
治
歌
碑
関
係
は
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
一
〇
月

「
棚
沢
慶
治
君
の
歌
碑
建
設
に
つ
い
て
」、
昭
和
五
六
年
（
一
九
八

一
）
に
建
設
し
た
歌
碑
の
拓
本
が
あ
る
。

　

公
民
館
関
係
で
は
、
昭
和
五
三
年
四
月
「
中
西
公
民
館
規
約
」、

同
五
四
年
（
一
九
七
九
）
四
月
「
熊
谷
市
公
民
館
運
営
審
議
会
規

則
」
が
あ
る
。
教
育
で
は
同
四
七
年
（
一
九
七
二
）
一
一
月
二
一

日
「
東
校
だ
よ
り
（
第
八
七
号
）」
が
あ
る
。
昭
和
五
七
年
（
一
九

八
二
）
夏
に
県
立
熊
谷
高
等
学
校
野
球
部
が
甲
子
園
に
出
場
し
た

記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、
同
年
九
月
発
行
の
熊
谷
商
業
高
等

学
校
同
窓
会
「
同
窓
会
名
簿　

創
立
六
〇
周
年
記
念
」
が
あ
る
。

　

石
坂
養
平
関
係
で
は
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
八
月
に
行

わ
れ
た
故
石
坂
養
平
翁
市
葬
の
次
第
が
あ
り
、
同
氏
の
略
歴
が
記

さ
れ
て
い
る
。
同
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
四
月
一
七
日
～
二
一
日

に
行
わ
れ
た
「
石
坂
養
平
先
生
遺
墨
展
」
の
展
示
目
録
が
あ
り
、

棚
沢
慶
治
蔵
の
出
品
は
短
冊
二
点
・
横
額
一
点
・
色
紙
一
点
・
紙

本
半
折
一
点
で
あ
っ
た
。
葉
書
で
は
、
年
賀
状
な
ど
が
多
数
あ
る
。

注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
六
月
の

瀧
脇
晴
華
葉
書
が
あ
る
。

　

新
聞
で
は
、
と
き
わ
新
聞
の
原
稿
及
び
紙
面
が
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
中
で
も
、
斎
藤
紫
石
が
埼
玉
名
僧
伝
で
稲
村
英
隆
に
つ
い
て

書
い
た
原
稿
が
あ
る
。
と
き
わ
新
聞
と
気
ば
ら
し
通
信
（
石
坂
養

平
編
集
）
を
綴
っ
た
も
の
も
あ
る
。
バ
ラ
で
残
存
す
る
「
と
き
わ

新
聞
」
は
、
一
九
七
号
が
あ
る
。
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
五

月
に
と
き
わ
新
聞
第
三
種
郵
便
物
の
認
可
を
受
け
る
。
と
き
わ
会

の
会
員
名
簿
は
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）、
同
三
七
年
（
一
九

六
二
）、
同
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
の
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
と
き

わ
新
聞
は
、
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
に
七
号
（
昭
和
三
〇
年
三
月

五
日
）
～
四
四
五
号
（
平
成
三
年
一
〇
月
一
〇
日
）
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
他
に
は
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
七
月
「
熊
谷
市

職
新
聞
（
八
号
）」
が
あ
る
。

　

書
画
で
は
鹿
児
島
寿
蔵
書
、
山
岡
鉄
舟
書
、
森
田
恒
友
画
、
跡

見
花
蹊
画
、
石
坂
養
平
書
、
林
学
斎
双
幅
、
瀧
脇
晴
華
書
画
、
蜂

須
鳳
洲
書
、
田
島
一
宿
書
な
ど
が
あ
る
。

　

短
冊
は
約
六
〇
〇
点
あ
り
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
棚
沢
慶
治
書

が
大
半
で
、
他
に
は
棚
沢
慶
翠
、
露
翠
、
正
覚
な
ど
熊
谷
郷
土
の

俳
人
の
も
の
が
散
見
す
る
。
色
紙
は
約
五
〇
〇
点
あ
り
、ま
と
ま
っ

て
い
る
。
慶
治
書
が
大
半
を
占
め
、
他
に
は
、
慶
翠
、
岡
田
耿
陽
、

東
堂
、
田
島
一
宿
、
鴨
田
宗
一
、
小
野
た
か
子
、
瀧
脇
晴
華
、
柳

沢
柳
枝
、
韮
塚
東
明
の
書
が
確
認
で
き
る
。
ま
と
ま
り
に
は
、
鹿

児
島
寿
蔵
筆
と
あ
る
包
紙
が
数
点
あ
る
も
の
の
、
中
身
が
な
か
っ
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た
。
ま
と
ま
り
以
外
の
色
紙
と
し
て
は
、
田
島
一
宿
な
ど
が
あ
る
。

　

写
真
で
は
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
一
二
月
一
五
日
の
龍

淵
寺
庫
裡
落
成
式
な
ど
が
あ
る
。
刊
本
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一

九
五
六
）
一
一
月
石
坂
養
平
著
「
幸
福
論
」、
同
三
五
年
（
一
九
六

〇
）
四
月
「
大
麻
生
郷
土
史
稿
」、
同
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
六
月

発
行
「
肥
塚
の
今
昔
」、
同
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
一
二
月
「
書
業

五
十
年
記
念　

柴
田
侑
堂
書
作
展
」
が
あ
る
。

　

本
文
書
群
は
、
近
代
、
特
に
現
代
の
熊
谷
の
文
化
を
牽
引
し
た

一
人
棚
沢
慶
治
に
関
連
し
た
文
書
が
多
く
大
変
貴
重
で
あ
る
。
整

理
を
終
え
た
た
め
、
令
和
四
年
五
月
に
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。
な

お
、
返
却
後
に
一
部
の
文
書
が
市
立
熊
谷
図
書
館
展
示
「
～
短
歌

と
紙
塑
～�

鹿
児
島
寿
蔵
と
熊
谷
展
」
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

柿
沼 

須
永
昇
家
文
書　

三
九
五
九
点

　

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
五
月
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
・

現
代
文
書
で
あ
る
。
作
成
年
代
の
内
訳
は
、
近
世
一
二
八
九
点
・

明
治
期
一
〇
三
三
点
、
大
正
期
四
一
五
点
、
昭
和
期
二
二
四
点
、

近
代
推
定
八
七
五
点
、
年
代
不
詳
一
二
三
点
と
な
る
。
割
合
は
、

近
世
は
全
体
の
三
三
％
、
近
代
（
年
代
不
詳
含
む
）
は
六
七
％
と

な
り
、
近
代
文
書
が
中
心
と
い
え
る
。
特
徴
は
、
須
永
家
が
柿
嶋

屋
の
屋
号
を
持
つ
商
家
で
あ
っ
た
た
め
、
全
体
を
通
じ
て
商
売
関

係
の
文
書
が
大
半
を
占
め
る
ほ
か
、
書
籍
・
絵
葉
書
も
多
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
初
見
は
、
刊
本
で
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

七
月
「
三
教
指
帰
註
巻
第
五
」、
古
文
書
で
は
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）
の
竪
帳
の
表
紙
と
思
わ
れ
る
一
紙
物
で
あ
る
。

　

近
世
は
年
代
が
判
明
す
る
文
書
が
非
常
に
少
な
く
、
お
金
の
単

位
な
ど
か
ら
近
世
と
推
定
で
き
る
に
留
ま
る
も
の
が
多
い
。
書
出

帳
は
、天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）

ま
で
の
「
万
年
帳
」
を
は
じ
め
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら

の
も
の
が
散
見
す
る
。
近
世
の
仕
入
帳
は
三
冊
現
存
す
る
。
安
政

期
（
一
八
五
四
～
一
八
六
〇
）
の
も
の
が
、
か
ろ
う
じ
て
年
代
が

判
明
す
る
。
送
り
状
五
六
点
（
近
世
五
〇
・
近
代
六
）、
送
り
状

三
六
二
点
（
近
世
三
四
〇
・
近
代
二
二
）
が
あ
る
。
取
引
先
は
江

戸
日
本
橋
の
木
村
屋
勘
蔵
、
伊
勢
屋
徳
兵
衛
、
小
舟
町
の
木
屋
清

兵
衛
な
ど
で
、
江
戸
に
集
ま
っ
た
魚
類
を
送
っ
た
記
録
が
多
数
あ

る
。
積
付
覚
が
五
〇
点
（
近
世
三
六
・
近
代
一
四
）
あ
り
、
近
世

は
江
戸
小
舟
町
の
木
屋
清
兵
衛
、
竹
村
弥
右
衛
門
か
ら
の
も
の
が

大
半
、
近
代
で
は
東
京
小
網
町
の
伊
勢
屋
吉
兵
衛
、
同
町
の
共
益

回
漕
会
社
か
ら
の
覚
が
多
い
。
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近
代
で
は
、
送
り
状
や
覚
な
ど
は
、
年
代
が
判
明
す
る
も
の
は

少
な
く
、
お
金
の
単
位
な
ど
か
ら
近
代
と
推
定
す
る
に
留
め
た
文

書
が
多
い
。
近
代
推
定
の
大
福
帳
が
二
冊
残
存
す
る
。
仕
入
帳
は

一
二
点
あ
る
。
年
代
が
判
明
す
る
も
の
と
し
て
、
明
治
八
年
（
一

八
七
五
）、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
同
三
年
（
一
九
一
四
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
葉
書
類
は
、
注
文
の
追
加
、
品
質
不
備
で
再

出
荷
を
願
っ
た
も
の
が
大
変
多
い
。
特
に
、
小
鹿
野
町
の
石
田
屋

伝
平
か
ら
の
葉
書
が
多
く
、
魚
や
玉
子
の
注
文
で
品
物
が
腐
っ
て

い
た
事
例
が
散
見
し
、
当
時
の
情
況
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
営

業
税
に
つ
い
て
は
、
近
代
推
定
「
営
業
税
調
書
」
は
、
柿
沼
村
納

人
が
記
さ
れ
て
お
り
、
須
永
常
吉
は
穀
物
仲
間
売
（
二
円
五
八

銭
）、
同
小
売
（
一
円
九
五
銭
）、
桶
小
売
（
二
四
銭
）
の
三
種
類

の
営
業
税
を
納
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

須
永
佐
三
郎
が
丸
善
株
式
会
社
福
岡
支
店
で
勤
務
し
て
い
た
。

大
正
二
年
九
月
に
撮
影
し
た
、
福
岡
支
店
が
開
店
し
た
と
き
の
写

真
が
あ
る
。
写
真
は
佐
三
郎
を
は
じ
め
、
同
僚
の
吉
田
秀
雄
ら
一

一
名
が
写
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
福
岡
市
上
西
町
丸

善
株
式
会
社
福
岡
支
店
内
の
須
永
佐
三
郎
宛
て
の
書
状
や
葉
書
が

三
点
あ
る
。
佐
三
郎
は
福
岡
支
店
で
勤
務
し
た
後
、
京
都
支
店
で

も
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
年
代
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

　

本
文
書
群
は
絵
葉
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
面
が
あ
り
、
全
体
で

約
三
五
〇
点
あ
る
。
郵
便
葉
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
絵
葉
書
は
五

五
点
、
未
使
用
の
絵
葉
書
は
三
〇
〇
点
近
く
あ
る
が
、
旅
行
等
で

赴
い
た
観
光
地
か
ら
の
紀
念
絵
葉
書
が
多
く
、
平
和
記
念
東
京
博

覧
会
、
高
崎
地
方
専
売
局
、
房
州
名
勝
絵
葉
書
等
が
あ
る
が
、
熊

谷
に
関
連
し
た
も
の
は
な
い
。

　

書
籍
は
、
大
き
く
刊
本
と
雑
誌
に
分
類
で
き
る
。
刊
本
は
五
八

一
冊
あ
る
。
近
世
は
七
七
冊
と
、
全
体
と
し
て
は
少
な
く
、
初
見

の
万
治
二
年
七
月
「
三
教
指
帰
註
巻
第
五
」
を
は
じ
め
、
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
三
月
「
教
典
余
師
易
経
」、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
正
月
「
教
典
余
師
書
経
」
等
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
残
り
五

〇
〇
冊
近
く
は
近
代
以
降
の
も
の
で
、
小
学
読
本
や
教
科
書
類
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　

雑
誌
は
一
五
五
冊
あ
る
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
六
月
「
筆

之
力　

第
一
号
（
再
板
）」
を
は
じ
め
、「（
第
拾
弐
回
）
早
稲
田
商

業
講
義
」、「
養
真
」
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

　

本
文
書
群
は
、
近
世
・
近
代
の
柿
沼
の
商
家
文
書
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
令
和
四
年
五
月
に
所
蔵
者
へ

返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）
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大
麻
生 

馬
場
國
夫
氏
収
集
文
書　

一
二
点

　

令
和
四
年
一
〇
月
に
借
用
し
た
昭
和
戦
前
・
戦
後
期
の
収
集
文

書
群
で
あ
る
。
収
集
文
書
の
出
所
は
三
ヶ
尻
荻
野
家
で
あ
り
、
同

家
解
体
前
に
、
所
蔵
者
が
渡
辺
崋
山
に
関
係
す
る
史
料
を
譲
り
受

け
た
と
い
う
。
作
成
年
代
は
、
昭
和
戦
前
期
二
点
、
昭
和
戦
後
期

が
一
〇
点
と
な
る
、
近
代
・
現
代
文
書
で
あ
る
。
特
徴
は
、
渡
辺

崋
山
に
関
係
す
る
刊
本
や
、
ガ
リ
版
刷
り
の
印
刷
物
で
あ
る
。
初

見
は
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
一
月
、
大
須
賀
初
男
著
「
崋

山
先
生
の
生
涯
（
再
版
）」
で
あ
る
。
戦
後
で
は
、
三
ヶ
尻
龍
泉

寺
で
作
成
し
た
「
渡
辺
崋
山
及
勝
手
改
善
の
手
引
」、「
渡
辺
崋
山

先
生
双
雁
図
復
帰
記
念
」
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
、
昭
和
三
一
年

（
一
九
五
六
）
一
月
「
三
余
会
々
員
名
簿
」
が
あ
り
、
戦
後
村
落
に

お
け
る
文
化
活
動
の
一
端
を
示
す
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
な

お
、
三
ヶ
尻
荻
野
家
文
書
は
本
文
書
群
と
は
別
に
市
史
編
さ
ん
室

で
も
借
用
し
て
お
り
、
合
計
三
三
七
五
点
に
及
ぶ
膨
大
な
文
書
群

に
な
る
。
こ
の
文
書
の
整
理
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

本
文
書
群
は
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
令
和
四
年
一
〇
月
に
所

蔵
者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

大
麻
生 

馬
場
國
夫
家
文
書　

一
四
八
点

　

令
和
四
年
一
一
月
に
借
用
し
た
近
代
・
現
代
文
書
で
あ
る
。
初

見
は
、明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
の
「
修
業
証
書
」
で
あ
る
。

明
治
・
大
正
期
は
、
卒
業
証
書
類
や
褒
状
が
多
い
。
注
目
す
べ
き

史
料
と
し
て
、
三
尻
無
尽
株
式
会
社
関
係
が
多
く
あ
る
。
所
蔵
者

の
父
良
作
が
同
社
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
、
昭
和
戦
前
期
の
無
尽

契
約
証
や
集
金
帳
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
社
は
大
日

本
無
尽
株
式
会
社
に
な
り
、
良
作
へ
の
任
命
状
や
支
給
状
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
会
社
は
、
幾
多
の
合
併
を
経
て
、
今
日
の
三

井
住
友
銀
行
で
あ
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
史
料
と
し
て
、
石
原
砂

利
株
式
会
社
の
営
業
報
告
書
が
三
冊
残
存
す
る
。
こ
れ
は
、
大
正

一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
〇
月
～
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
〇

月
の
も
の
で
、
株
主
名
簿
も
並
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
会
社
状

況
を
把
握
で
き
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

本
文
書
群
は
、
大
麻
生
周
辺
の
会
社
関
係
史
料
と
し
て
大
変
貴

重
で
あ
る
。
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
令
和
四
年
一
二
月
に
所
蔵

者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）
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大
麻
生 

伊
佐
山
正
家
文
書　

一
四
〇
点

　

令
和
四
年
一
二
月
に
借
用
し
た
近
代
・
現
代
の
文
書
群
で
あ

る
。
初
見
は
、明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）～
二
六
年
（
一
八
九
三
）

ま
で
の
内
容
が
綴
ら
れ
て
い
る
「（
地
所
売
渡
証
綴
）」
で
あ
る
。

戦
前
の
史
料
は
各
種
賞
状
が
多
く
、
白
菜
、
大
根
、
甘
藷
、
鶏
卵
、

鮮
牛
な
ど
に
つ
い
て
の
も
の
が
あ
る
。
戦
後
の
史
料
で
分
量
が
多

い
の
は
、
独
秀
流
南
禅
教
会
に
関
連
し
た
も
の
で
、
奉
詠
大
会
や

讃
歌
等
の
史
料
が
平
成
ま
で
続
く
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
昭

和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
八
月
一
八
日
「
陳
情
書
」
で
あ
り
、
こ

れ
は
大
麻
生
堰
用
水
路
屋
敷
堀
分
水
ケ
所
の
改
造
の
た
め
、
大
麻

生
堰
用
水
路
土
地
改
良
区
理
事
長
伊
佐
山
近
三
郎
他
一
八
名
に
よ

り
作
成
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
地
図
で
は
、
昭
和
五
一

年
（
一
九
七
六
）
に
丸
山
清
編
「
熊
谷
市
大
麻
生
全
図
」
が
縮
尺

二
四
〇
〇
分
の
一
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
推
定
で
あ

る
が
、「
字
限
編
図
以
壱
間
曲
尺
為
壱
分
」
は
大
字
大
麻
生
の
字

ご
と
に
作
成
さ
れ
た
編
図
で
、
壱
下
郷
東
か
ら
三
十
三
上
大
境
ま

で
網
羅
し
た
地
図
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　

本
文
書
群
は
近
代
・
現
代
の
大
麻
生
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
い
え
る
。
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
令
和
五
年
三
月
に

所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

下
川
上 

浄
泉
寺
文
書　

五
一
点

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
一
月
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文

書
で
あ
る
。
作
成
年
代
の
内
訳
は
、
近
世
四
一
点
、
明
治
期
八
点
、

昭
和
期
一
点
、
年
代
不
詳
一
点
で
あ
り
、
近
世
文
書
中
心
の
文
書

群
で
あ
る
。
初
見
は
、
内
容
で
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
一
一

月
「（
権
現
公
様
朱
印
状
写
）」
で
、
原
本
で
は
元
禄
一
六
年
（
一

七
〇
三
）
二
月
「
武
州
埼
玉
郡
下
川
上
村
浄
泉
寺
境
内
絵
図
」
で

あ
る
。
文
書
群
の
特
徴
は
、
寺
院
文
書
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、

ま
た
忍
藩
と
の
関
係
を
示
す
史
料
も
散
見
す
る
。

　

近
世
で
は
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
七
月
「
浄
泉
寺
由
緒

書
上
帳
」
が
残
存
す
る
。
ま
た
、
朱
印
状
写
が
一
二
通
残
存
す
る
。

朱
印
状
目
録
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
と
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
の
二
通
、
慶
応
四
年
六
月
「
旧
幕
府
判
物
写　

拾
弐
通
」
が

あ
る
。
忍
藩
関
係
は
、
忍
城
主
阿
部
飛
騨
守
正
允
か
ら
の
書
状
が

残
存
す
る
（
後
年
の
写
し
も
残
存
）。
年
代
は
、
正
允
が
寛
延
元

年
（
一
七
四
八
）
に
忍
藩
を
相
続
し
た
後
か
ら
没
年
の
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
一
八
世
紀
の
書
状
で
あ
り
、
内

容
は
、
入
院
（
僧
が
寺
院
に
入
り
住
職
と
な
る
こ
と
）
に
際
し
て
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江
戸
藩
邸
に
胡
桃
一
箱
を
持
参
し
た
こ
と
へ
の
礼
状
で
あ
る
。
絵

図
で
は
、
初
見
の
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
二
月
「
武
州
埼
玉

郡
下
川
上
村
浄
泉
寺
境
内
絵
図
」
が
あ
る
。
こ
の
絵
図
は
大
型
で

彩
色
も
施
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
浄
泉
寺
内
と
対
照
す
る
こ
と
が

で
き
貴
重
で
あ
る
。
記
録
で
は
、
寛
政
一
三
年
推
定
「
重
要
書
籍
」

に
は
、
浄
泉
寺
一
九
世
高
潤
が
記
し
た
忍
藩
主
目
見
献
上
を
は
じ

め
、正
由
（
阿
部
正
由
）、
友
古
、服
興
章
（
儒
者
服
部
新
右
衛
門
）、

信
知
（
書
物
番
外
池
助
太
夫
）、
時
輔
（
書
物
番
岩
崎
弥
三
郎
）、

秋
元
淵
（
奥
医
師
秋
元
春
龍
）
ら
が
浄
泉
寺
で
雅
会
を
催
し
た
時

の
句
合
、
最
後
に
在
寺
社
江
・
覚
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
は
、

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）「
諸
雑
集
」
が
あ
り
、
神
護
山
山
主
が
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
龍
淵
寺
関
係
が
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
嘉
永

二
年
（
一
八
四
九
）
の
太
平
山
万
部
祠
堂
金
の
取
替
議
定
、
文
化

一
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
推
定
の
駈
込
訴
訟
瑞
岩
寺
鉄
心
願
書

写
し
、
住
職
交
替
に
つ
い
て
の
書
状
な
ど
が
あ
る
。
今
井
村
弥
勒

寺
は
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
一
〇
月
の
弥
勒
寺
再
興
願
い
や
、

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
九
月
推
定
「
今
井
村
天
神
河
原
天
満
山

弥
勒
寺
挟
割
帳
」
が
あ
る
。

　

近
代
で
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
作
成
し
た
由
緒
上
書

な
ど
を
綴
っ
た
書
類
綴
が
あ
る
。
明
細
書
上
は
同
五
年
八
月
と
、

同
一
二
年
一
一
月
が
残
存
す
る
。
一
冊
も
の
と
し
て
は
、
明
治
一

九
年
（
一
八
八
六
）「
浄
泉
寺
記
録
」
が
あ
り
、
同
二
九
年
ま
で
の

記
録
を
ま
と
め
て
清
書
し
た
も
の
で
貴
重
で
あ
る
。
内
容
は
、
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
の
抜
写
に
始
ま
り
、
周
辺
各
村
地
誌
材
料
編
冊

の
抜
写
、
歴
代
住
職
遷
化
書
上
、
寺
籍
財
産
明
細
帳
、
上
知
官
林

之
儀
ニ
付
上
申
、
員
外
官
林
取
調
書
、
建
物
絵
図
面
、
取
調
書
な

ど
が
あ
り
、
各
所
に
浄
泉
寺
の
由
緒
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他

に
は
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
六
月
の
林
有
章
書
状
が
あ
り
、

こ
れ
は
忍
城
主
が
浄
泉
寺
を
訪
問
し
て
高
潤
住
職
と
問
答
を
し
た

際
の
記
録
が
寺
に
保
存
し
て
あ
る
か
、
問
合
せ
を
行
っ
た
書
状
で

あ
る
。
忍
藩
八
代
藩
主
阿
部
正
由
は
学
問
に
堪
能
で
、
浄
泉
寺
を

訪
問
し
て
住
職
徳
祐
高
潤
と
問
答
し
、
答
が
気
に
入
り
二
度
三
度

と
通
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
記
録
が
問
答
筆
記
と
し
て
お
寺
に

存
在
し
て
お
り
、
か
つ
て
埼
玉
県
で
写
取
に
き
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
問
答
筆
記
で
は
な
い
が
、
本
文
書
群
に
は
阿
部

正
由
と
家
臣
が
浄
泉
寺
に
訪
問
し
て
句
合
を
行
っ
た
時
の
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
他
に
は
、
明
治
八
年
三
月
の
「
議
定
」
が
あ
る
。

浄
泉
寺
住
職
小
林
春
雄
ら
八
名
で
作
成
し
た
も
の
で
、
内
容
は
、

六
ヶ
条
で
太
平
山
に
専
門
学
所
を
設
け
る
こ
と
や
、
教
議
の
諸
入

費
、
宗
学
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
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本
文
書
群
は
、
近
世
・
近
代
の
寺
院
文
書
と
し
て
大
変
貴
重
で

あ
る
。
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
令
和
五
年
三
月
に
所
蔵
者
へ
返

却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

浄
泉
寺
所
蔵
旧
個
人
熊
谷
関
係
文
書　

二
四
点

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
一
月
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文

書
で
あ
る
。
作
成
年
代
の
内
訳
は
、
近
世
一
七
点
、
明
治
期
六
点
、

近
代
推
定
一
点
と
な
り
、
近
世
文
書
中
心
の
文
書
群
で
あ
る
。
初

見
は
、天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
一
二
月
「
忍
領
太
田
村
五
人
組
帳
」

で
あ
る
。
本
文
書
群
は
、
旧
個
人
が
収
集
し
た
古
文
書
を
住
職
が

譲
り
受
け
、
そ
の
中
か
ら
熊
谷
地
域
に
関
連
し
た
文
書
の
み
を
抽

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
所
は
、
永
井
太
田
村
、
上
之
村
な
ど
の

も
の
が
確
認
で
き
る
。

　

永
井
太
田
村
関
係
で
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
一
二
月
「
田

畑
御
年
貢
上
納
仕
上
ヶ
帳
」
は
、
惣
百
姓
ら
が
旗
本
用
人
に
宛
て

た
年
貢
皆
済
目
録
で
あ
る
。
五
人
組
帳
は
、
天
和
元
年
（
一
六
八

一
）、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）、
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）、
慶
応
二
年
（
一

八
六
六
）
の
六
冊
が
あ
る
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
八
月
「
議

定
取
極
之
事
」
は
、
太
田
村
を
含
め
た
三
二
村
九
四
名
の
組
合
が

連
印
し
た
も
の
で
、
内
容
は
浪
人
取
締
に
関
す
る
組
合
議
定
で
あ

る
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
一
二
月
、
村
内
の
百
姓
夫
婦
が
家

出
し
た
時
の
尋
ね
覚
が
あ
り
、
六
ヶ
村
（
現
深
谷
市
）
か
ら
の
返

信
内
容
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。

　

上
川
上
村
関
係
は
、
文
化
七
年
一
一
月
「
熊
ヶ
谷
宿
助
郷
人
馬

出
入
一
件
扣
帳　

訴
状
済
口
議
定
」
が
あ
る
。
内
容
は
、
同
年
三

月
柿
沼
村
・
小
曽
根
村
・
新
島
村
・
原
島
村
・
代
村
の
五
ヶ
村
が

人
馬
出
入
で
道
中
奉
行
に
訴
え
た
一
件
の
控
え
で
あ
る
。
他
に
は
、

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）「
中
山
道
熊
谷
宿
助
成
金
取
捌
方
規
定
書
」

が
あ
り
、
助
郷
三
一
ヶ
村
惣
代
に
上
川
上
村
名
主
八
木
原
三
郎
右

衛
門
の
名
が
確
認
で
き
る
。

　

上
之
村
関
係
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
一
二
月
の
上
之
村

年
貢
割
付
状
の
写
し
が
あ
る
。

　

深
谷
市
関
係
で
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
一
二
月
の
写
本

「
朝
鮮
人
来
朝
御
国
役
金
并
伝
馬
騒
動
記
」
は
写
本
で
、
針
ヶ
谷

村
（
現
深
谷
市
）
の
榛
谷
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
文

政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
七
月
「
備
前
堀
一
件
全
」
の
写
し
が
あ
る
。

備
前
一
件
の
中
は
「
差
上
申
一
札
之
事
」、
文
政
一
〇
年
七
月
の

「
議
定
一
札
之
事
」、
同
年
同
月
の
「
乍
恐
以
書
付
を
奉
願
上
候
」
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の
三
件
分
の
内
容
で
、
榛
沢
村
（
現
深
谷
市
）
武
井
伝
次
郎
な
る

人
物
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

行
田
市
関
係
で
は
、「
中
山
道
熊
谷
宿
伝
馬
助
郷
御
請
書
」
は
、

南
河
原
村
（
現
行
田
市
）
名
主
民
之
助
が
写
し
た
も
の
で
、
年
代

が
わ
か
る
記
録
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
四
月
九
日
・
天
保

七
年
（
一
八
三
六
）
三
月
二
〇
日
の
差
上
申
一
札
之
事
、
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
正
月
の
栗
橋
中
田
加
助
郷
一
件
書
類
扣
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
の
他
、
熊
谷
県
時
代
の
活
版
布
達
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
初
代

県
令
河
瀬
秀
治
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
書
群
は
、
近
世
・
近
代
の
熊
谷
地
域
の
古
文
書
が
、
断
片

的
な
が
ら
包
括
し
て
あ
る
た
め
貴
重
で
あ
る
。
整
理
が
終
了
し
た

た
め
、
令
和
五
年
三
月
に
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

浄
泉
寺
所
蔵
広
瀬
荒
川
家
文
書　

一
五
〇
点

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
一
月
に
借
用
し
た
近
世
・
近
代
文

書
で
あ
る
。
作
成
年
代
の
内
訳
は
、
近
世
八
五
点
、
明
治
期
四
五

点
、
大
正
期
一
四
点
、
昭
和
期
一
点
、
近
代
推
定
五
点
と
な
り
、

近
世
文
書
中
心
の
文
書
群
で
あ
る
。
初
見
は
、
元
禄
一
四
年
（
一

七
〇
一
）
一
二
月
「
田
畑
屋
敷
譲
り
申
手
形
之
事
（
合
一
反
四
畝

二
三
歩
・
金
七
両
）」
で
あ
る
。
本
文
書
群
は
、
広
瀬
村
の
名
主

荒
川
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
流
出
し
た
後
、
浄
泉
寺
の
住
職
が

購
入
し
て
、
現
在
は
同
寺
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

近
世
は
、
年
貢
関
係
で
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
一
〇
月

の
「
寅
御
年
貢
割
付
之
事
」
が
一
点
と
、
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）

正
月
「
田
畑
御
年
貢
諸
出
銭
請
取
通
帳
」
が
あ
る
。
名
寄
帳
は
、

享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
と
宝
暦
一
三
年
推
定
の
二
点
が
あ
る
。

取
締
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
九
月
「
御
取
締
筋
御
改
革
再

御
取
調
議
定
連
印
帳
」
が
あ
る
。
圦
樋
は
、
天
保
六
年
六
月
「
二

重
圦
樋
一
件
押
切
村
よ
り
差
上
候
願
書
之
写
」
が
あ
り
、
押
切
村

年
番
名
主
惣
助
が
訴
訟
人
と
し
て
一
四
村
四
一
名
を
相
手
取
り
奉

行
所
へ
提
出
し
た
願
書
の
写
し
で
あ
る
。
譲
証
文
は
、
初
見
の
元

禄
一
四
年
を
は
じ
め
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）、
寛
政
一
〇
年
（
一

七
九
八
）、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）、

文
政
期
六
点
、天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
も
の
が
あ
り
、
近
世
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
も
の
が
確
認
で
き
る
。
質
地
証
文
は
嘉
永
三
年
（
一

八
五
〇
）
と
同
五
年
（
一
八
五
二
）
の
二
点
、
借
用
証
文
は
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
の
一
点
が
あ
る
。
道
中
日
記
は
、
天
保
一
四

年
（
一
八
四
三
）「
伊
勢
参
宮
・
西
国
巡
礼
道
中
日
誌
」、「
道
中
日
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記
覚
帳
」
は
伊
勢
参
宮
を
は
じ
め
各
地
道
中
の
記
録
で
あ
り
、
関

連
と
し
て
「
参
宮
餞
別
覚
帳
」
が
あ
る
。
祝
儀
は
、
文
化
九
年
（
一

八
一
二
）
一
二
月
「
御
祝
儀
覚
」、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）「
祝

儀
受
納
覚
帳
」、
同
七
年
（
一
八
三
六
）
極
月
「
祝
儀
受
納
覚
帳
」

な
ど
が
あ
る
。
不
祝
儀
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
八
月
「
く

や
み
覚
」、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二
月
「
春
林
智
香
禅
定
尼
（
く

や
み
香
伝
覚
）」、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
九
月
「
香
代
悔
受

納
覚
帳
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
合
冊
に
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

文
化
で
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
六
月
「
筆
塚
諸
入
用
帳
」
は
、

誰
の
筆
塚
か
は
不
詳
だ
が
、
江
戸
の
雪
城
（
中
沢
雪
城
ヵ
）、
江

戸
の
清
軒
（
寺
門
静
軒
ヵ
）
ら
が
寄
附
し
て
お
り
、
熊
谷
周
辺
で

は
石
原
村
、
久
下
村
、
小
嶋
村
、
妻
沼
村
は
長
四
郎
（
小
池
家
）

な
ど
の
名
が
確
認
で
き
る
。
俳
諧
で
は
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四

二
）
正
月
「
四
季
出
句
扣
書
并
ニ
聞
書
覚
」、
同
年
同
月
「
乱
題

句
合
帳
」、
江
戸
時
代
推
定
「
衆
儀
評
（
句
集
）」、
同
「
秋
乱
題

三
句
咄
」
が
あ
る
。

　

近
代
で
は
、
村
政
に
関
す
る
文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
荒
川

家
の
土
地
、
金
融
、
家
な
ど
に
関
連
し
た
文
書
が
残
存
す
る
。
土

地
に
つ
い
て
は
、明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
四
月
「
田
畑
所
持
高
覚
」

に
よ
る
と
、
荒
川
家
の
所
持
高
は
、
田
一
一
筆
合
八
反
五
畝
二
二

歩
、
畑
一
一
筆
合
三
反
二
畝
二
九
歩
で
あ
っ
た
。
蚕
穀
物
売
上
は
、

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）「
蚕
穀
物
売
上
控
」、
同
四
二
年
「
蚕

穀
物
売
上
金
并
収
入
金
扣
帳
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
麦
、
小
麦
、

米
な
ど
の
穀
物
売
上
、
春
秋
蚕
収
穫
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
年

中
諸
入
費
は
年
中
万
控
帳
の
名
で
、
明
治
三
年
、
同
六
年
（
一
八

七
三
）、
同
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
三
冊
、
年
中
諸
入
費
扣
帳
の

名
で
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）、
同
四
四
年
（
一
九
一
一
）、
同

四
五
年
（
一
九
一
二
）
～
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
の
一
七
冊

が
残
存
す
る
。
徴
兵
で
は
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
の
徴
兵

検
査
施
行
の
達
な
ど
、
包
紙
一
括
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
祝
儀
は
、

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
一
一
月
「
御
祝
儀
受
納
控
帳
」、
同
一

九
年
（
一
八
八
六
）
一
二
月
「
御
祝
儀
受
納
扣
帳
」、同
二
一
年
（
一

八
八
八
）「
御
祝
儀
金
受
納
扣
帳
」
が
あ
り
、
不
祝
儀
は
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
「
悔
香
料
遣
帳
」
が
あ
る
。

　

本
文
書
群
は
、
近
世
・
近
代
の
広
瀬
の
名
主
・
戸
長
役
場
文
書

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
整
理
が
終
了
し
た
た
め
、
令
和
五
年
三
月

に
所
蔵
者
へ
返
却
し
た
。

�

（
文
責　

水
品　

洋
介
）

下
奈
良　

松
村
修
家
文
書　

七
三
点　

一
四
三
頁
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石
原　

岩
田
豊
家
文
書　

五
一
点　

一
四
七
頁

小
八
林　

堀
和
哉
家
文
書　

一
一
〇
点　

一
四
九
頁

市
内　

個
人
旧
蔵
文
書　

二
点　

一
五
〇
頁

上
川
上　

姉
﨑
正
一
家
文
書　

三
点　

一
五
一
頁

冑
山　

根
岸
友
憲
家
文
書　

三
六
九
二
点　

一
五
二
頁

　

最
後
に
、
古
文
書
等
の
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
、

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

Ⅱ　

行
政
文
書
の
整
理
・
保
存

　

熊
谷
市
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
、
保
存
期
限
満
了
の
行
政
文

書
が
一
括
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
歴
史
公
文
書

等
と
し
て
重
要
な
文
書
を
収
集
保
存
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
令
和
四
年
三
月
末
で
保
存
年
限
満
了
と
な
る
文
書

か
ら
、
保
存
箱
数
で
一
三
五
箱
の
行
政
文
書
を
収
集
し
た
。
内
訳

は
、
保
存
年
限
五
年
の
も
の
が
六
〇
箱
、
一
〇
年
が
五
三
箱
、
三

〇
年
（
旧
永
久
保
存
）
が
二
二
箱
で
あ
っ
た
。

　

収
集
後
の
整
理
作
業
は
、
令
和
四
年
度
分
が
終
了
し
、
中
性
紙

保
存
箱
で
三
八
箱
と
な
っ
た
。

�

（
文
責　

山
本
喜
久
治
）

Ⅲ　

学
校
資
料
調
査

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
市
内
の
小
中
学
校

の
所
蔵
資
料
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
各
学
校
に
は
、
創
立
以
来

の
歴
史
的
資
料
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
市

史
編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て
順
次
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
か
ら
は
、『
熊
谷
市
史�

資
料
編
６�

近
代
・
現
代
１

（
熊
谷
地
域
編�

上
）』
及
び
『
熊
谷
市
史�

資
料
編
７�

近
代
・
現
代

２
（
熊
谷
地
域
編�

下
）』
の
刊
行
に
向
け
て
、
高
等
学
校
に
も
対

象
を
広
げ
た
。
今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
大
学
や
幼
稚
園
等
、
市

内
の
他
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
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一
、
小
学
校

（
実
施
校
・
日
時
）

・
市
立
星
宮
小
学
校
（
令
和
四
年
七
月
二
一
日
）

・
市
立
佐
谷
田
小
学
校
（
令
和
四
年
七
月
二
一
日
）

・
市
立
桜
木
小
学
校
（
令
和
四
年
一
二
月
一
四
日
）

・
市
立
熊
谷
南
小
学
校
（
令
和
四
年
一
二
月
一
四
日
）

（
参
加
者
）

　

熊
谷
市
史
編
集
委
員
（
近
代
・
現
代
専
門
部
会
教
育
分
野
担

当
）、
事
務
局

（
調
査
方
法
・
内
容
）

　

各
校
で
、
学
校
沿
革
誌
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
の
歴
史
に
関
わ

る
資
料
の
他
、
記
念
誌
等
の
編
さ
ん
物
、
写
真
、
学
校
新
聞
等
に

つ
い
て
、
編
集
委
員
の
指
示
の
も
と
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。

　

佐
谷
田
小
学
校
で
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
小

学
校
で
編
さ
ん
さ
れ
た
『
佐
谷
田
村
郷
土
誌
』『
佐
谷
田
村
教
育
誌
』

『
佐
谷
田
村
人
物
誌
』
等
、
地
域
の
貴
重
な
歴
史
資
料
が
保
存
さ

れ
て
お
り
、
全
て
撮
影
を
行
っ
た
。

二
、
高
等
学
校

・
県
立
熊
谷
女
子
高
等
学
校
（
令
和
四
年
七
月
二
八
日
）

　

事
務
局
四
名
で
訪
問
し
、
主
に
さ
く
ら
会
館
に
展
示
さ
れ
て
い

た
大
正
期
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
ま
で
の
資
料
（
写
真
・
卒
業
記
念

ア
ル
バ
ム
・
学
友
会
誌
『
呉
竹
』・
同
窓
会
誌
『
さ
く
ら
会
報
』）

等
を
撮
影
し
た
。

　

他
に
、
図
書
室
の
郷
土
資
料
及
び
図
書
、
日
本
史
部
作
成
『
も

の
ゝ
ふ
』
等
を
調
査
し
た
。

（
文
責　

小
林
久
美
子
）

Ⅳ　

市
政
宅
配
講
座
等
へ
の
派
遣

令
和
四
年

三
月
三
日　

三
尻
中
部
集
落
セ
ン
タ
ー　

担
当�

水
品

　

市
政
宅
配
講
座
「
三
尻
村
の
歴
史
」

四
月
二
日　

市
立
熊
谷
図
書
館　

担
当�

蛭
間

　

直
実
・
蓮
生
を
学
ぶ
会
「
中
世
の
村
岡
に
つ
い
て
」

四
月
一
九
日　

市
立
勤
労
会
館　

担
当�

蛭
間

　

市
政
宅
配
講
座
「
鎌
倉
殿
の
一
三
人
の
時
代
の
熊
谷
武
士
」

五
月
一
五
日　

太
田
公
民
館　

担
当�

小
林

　

市
政
宅
配
講
座
「
写
真
に
見
る
近
代
の
太
田
村
と
偉
人
た
ち
」

六
月
二
日　

熊
谷
税
務
署　

担
当�

小
林
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市
政
宅
配
講
座
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
熊
谷
の
歴
史
」

六
月
一
九
日　

秦
公
民
館　

担
当�

仲
泉

　

市
政
宅
配
講
座
「
江
戸
時
代
の
秦
地
域　

そ
の
②
」

六
月
二
七
日　

緑
化
セ
ン
タ
ー　

担
当�

蛭
間

　

熊
谷
雑
学
研
究
会
講
座
「
平
家
物
語
「
実
盛
」
の
段
を
考
え
る
」

七
月
一
五
日　

手
島
地
区
集
会
所　

担
当�

水
品

　

�

市
政
宅
配
講
座
「
井
田
友
平
の
生
涯
と
メ
ヌ
マ
ポ
マ
ー
ド
の
創

始
」

八
月
三
〇
日　

小
島
公
民
館　

担
当�
仲
泉

　

小
島
公
民
館
講
座
「
歴
史
講
座　

小
島
地
区
の
歴
史
」

九
月
二
日　

男
沼
公
民
館　

担
当�

小
林

　

�

男
沼
公
民
館
講
座
「
―
男
沼
地
区
の
江
戸
か
ら
明
治
期
の
歴
史

―　

備
前
渠
用
水
の
歴
史
と
男
沼
門
樋
に
つ
い
て
」

九
月
四
日　

太
田
公
民
館　

担
当�

仲
泉

　

�

市
政
宅
配
講
座
「
太
田
地
区
の
江
戸
時
代
～
備
前
渠
再
興
と
太

田
地
区
の
人
び
と
～
」

九
月
二
七
日　

江
南
公
民
館　

担
当�

蛭
間

　

�

江
南
公
民
館
講
座
「「
鎌
倉
殿
の
一
三
人
」
の
時
代
に
活
躍
し

た
熊
谷
武
士
」

一�

〇
月
一
四
日　

大
東
文
化
大
学
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス　

担
当�

蛭

間
　

�

大
東
文
化
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
「（
埼
玉
の
近
現
代
史
を

彩
っ
た
女
性
た
ち
）
荻
野
吟
子
の
生
涯　

歴
史
資
料
か
ら
見
え

て
き
た
新
た
な
人
物
像
」

一
一
月
一
〇
日　

秦
地
区
各
所　

担
当�

蛭
間　

　

市
政
宅
配
講
座
「
地
域
の
歴
史
発
見
（
秦
地
区
）」

一
一
月
一
七
日　

さ
く
ら
め
い
と　

担
当�

水
品

　

直
実
市
民
大
学
講
座
「
ポ
マ
ー
ド
王　

井
田
友
平
に
つ
い
て
」

一
一
月
一
九
日　

行
田
市
郷
土
博
物
館　

担
当�

蛭
間

　

�

行
田
市
郷
土
博
物
館
友
の
会　

ふ
る
さ
と
講
座
「
平
家
物
語

「
実
盛
」
の
段
を
考
え
る
」

一
一
月
二
四
日　

妻
沼
中
央
公
民
館　

担
当�

蛭
間

　

�

妻
沼
中
央
公
民
館
歴
史
講
座
「
手
紙
か
ら
み
る
荻
野
吟
子
の
交

友
録
」

一
二
月
一
日　

妻
沼
中
央
公
民
館　

担
当�

水
品

　

妻
沼
中
央
公
民
館
講
座
「
ポ
マ
ー
ド
王
・
井
田
友
平
の
生
涯
」

一
二
月
四
日　

秦
公
民
館　

担
当�

仲
泉

　

秦
公
民
館
歴
史
講
座
「
江
戸
時
代
の
秦
地
域　

そ
の
③
」

一
二
月
二
六
日　

熊
谷
市
緑
化
セ
ン
タ
ー　

担
当�

小
林

　

熊
谷
雑
学
研
究
会
講
座
「
熊
谷
の
学
校
給
食
の
歴
史
」
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Ⅴ　

市
史
編
さ
ん
業
務
日
誌

【
令
和
三
年
度
】

１
・
12�
『
熊
谷
市
史�

資
料
編
５�

近
世
３
（
妻
沼
地

域
編
）』（
以
下
、『
資
料
編
５
』）
巻
頭
写

真
撮
影
（
埼
玉
県
立
文
書
館
（
以
下
、
県

立
文
書
館
））

１
・
13�

史
料
返
却
（
宮
代
町
郷
土
資
料
館
）

１
・
17�

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
市
立
熊
谷
図
書

館
（
以
下
、
熊
谷
図
書
館
））

１
・
19�

埼
玉
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

調
査
（
さ
い
た
ま
市
）

１
・
20�

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
文
書
返
却
・
追

加
借
用

１
・
24�

妻
沼
聖
天
山
奉
納
絵
馬
撮
影
（
妻
沼
展
示

館
）

１
・
25�

第
六
回
『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書�

荻
野

吟
子
―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』（
以
下
、

『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』）
編
集
会
議

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

１
・
27�

『
熊
谷
市
史
料
集
７�

熊
谷
自
由
民
権
運
動

史
料
１
「
七
名
社
」
の
時
代
』
記
者
発
表

（
熊
谷
市
役
所
本
庁
舎
（
以
下
、
本
庁
舎
））

１
・
30�

近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議
（
熊
谷
図

書
館
）

１
・
31�

伊
勢
町
見
晴
湯
資
料
返
却

２
・
７�

熊
谷
町
役
場
文
書
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
８�

棟
札
等
調
査
（
上
江
袋
観
音
堂
）

２
・
９�

三
ヶ
尻
荻
野
家
文
書
追
加
借
用

２
・
９�

江
波
荻
原
彌
一
家
文
書
返
却

２
・
13�

第
六
回
近
世
専
門
部
会
会
議
（
荒
川
公
民

館
）

２
・
15�

円
光
伝
権
田
栗
毛
供
養
塔
調
査

２
・
22�

第
二
回
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
編
集
会
議

（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

２
・
21�

曙
町
齊
藤
忠
彦
家
文
書
返
却

２
・
22�

古
文
書
等
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

２
・
22�

第
二
回
『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書�

仏
像
・

仏
画
２
』
編
集
会
議
（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

３
・
２�

第
七
回
『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
編
集

会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

３
・
３�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
三
尻
中
部
集

落
セ
ン
タ
ー
）

３
・
４�
新
聞
記
事
調
査
（
県
立
文
書
館
）

３
・
８�
西
別
府
杉
田
氏
収
集
文
書
（
複
写
）
借
用

３
・
９�
近
世
石
碑
調
査
（
四
方
寺
、
妻
沼
瑞
林
寺
）

３
・
16�

資
料
調
査
（
横
浜
開
港
資
料
館
）

３
・
18�

資
料
調
査
（
国
立
国
会
図
書
館
）

３
・
28�

第
三
回
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
編
集
会
議

（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

【
令
和
四
年
度
】

４
・
２�

直
実
・
蓮
生
を
学
ぶ
会
講
師
派
遣
（
熊
谷

図
書
館
）

４
・
10�

近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議
（
立
正
大

学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
立
正
大
品

川
））

４
・
14�

四
方
寺
吉
田
康
久
家
供
養
塔
調
査

４
・
18�

第
八
回
『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
編
集

会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

４
・
19�

市
政
宅
配
講
座
（
市
立
勤
労
会
館
）

４
・
20�

深
谷
市
坂
本
家
文
書
調
査
（
深
谷
市
旧
八

基
公
民
館
）

４
・
22�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
永
井
太
田

田
沼
家
、
中
奈
良
明
和
館
（
明
戸
集
会

所
））

４
・
26�

永
井
太
田
浦
部
家
資
料
返
却

４
・
27�

資
料
調
査
（
国
立
国
会
図
書
館
）

５
・
９�

歴
史
公
文
書
等
選
別
・
収
集
（
10
日
・
11

日
・
16
日
、
本
庁
舎
ほ
か
）

５
・
12�

冑
山
根
岸
友
憲
家
文
書
調
査
報
告
〔
重
田

正
夫
編
集
委
員
〕

５
・
15�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
太
田
公
民

館
）

５
・
18�

玉
作
須
藤
牧
彦
家
文
書
調
査
報
告
（
本
庁

舎
）

５
・
19�

令
和
四
年
度
埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用

連
絡
協
議
会
（
以
下
、
埼
史
協
）
総
会
・

記
念
講
演
会
〔
聴
講
〕（
県
立
文
書
館
）

５
・
22�

『
資
料
編
５
』
に
お
け
る
人
権
関
係
史
料

の
掲
載
に
関
す
る
協
議
（
荒
川
公
民
館
、
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オ
ン
ラ
イ
ン
）

５
・
24�
郷
土
史
講
座
「
熊
谷
の
中
世
石
造
物
」〔
講

師
＝
磯
野
治
司
元
編
集
委
員
〕（
熊
谷
図

書
館
）

５
・
25�

中
西
棚
沢
家
・
柿
沼
須
永
家
文
書
返
却

５
・
29�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
秦
公
民
館
）

５
・
30�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
西
別
府
安

楽
寺
、
九
品
仏
堂
）

５
・
31�

郷
土
史
講
座
「
熊
谷
の
中
世
石
造
物
」〔
講

師
＝
野
口
達
郎
元
編
集
委
員
〕（
熊
谷
図

書
館
）

６
・
２�

東
別
府
権
田
不
二
夫
家
文
書
調
査

６
・
２�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
熊
谷
税
務

署
）

６
・
６�

郷
土
史
講
座
「
熊
谷
の
中
世
石
造
物
」〔
講

師
＝
伊
藤
宏
之
元
編
集
委
員
〕（
熊
谷
図

書
館
）

６
・
13�

小
八
林
堀
和
哉
家
文
書
借
用

６
・
13�

第
九
回
『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
編
集

会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

６
・
14�

郷
土
史
講
座
「
熊
谷
の
中
世
石
造
物
」〔
講

師
＝
栗
岡
眞
理
子
編
集
委
員
〕（
熊
谷
図

書
館
）

６
・
15�

四
方
寺
旧
吉
田
家
屋
敷
神
石
塔
等
調
査

６
・
16�

『
資
料
編
５
』
の
編
集
に
関
す
る
協
議
（
妻

沼
展
示
館
）

６
・
17�

新
興
古
書
大
即
売
展
〔
史
料
購
入
〕（
東

京
古
書
会
館
）

６
・
20�

（
仮
称
）
地
形
・
地
質
専
門
部
会
に
関
す

る
打
合
せ
（
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

（
以
下
、
立
正
大
熊
谷
））

６
・
27�

熊
谷
雑
学
研
究
会
講
座
講
師
派
遣
（
緑
化

セ
ン
タ
ー
）

６
・
28�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
西
別
府
薬

師
堂
、
玉
井
椚
集
会
所
）

６
・
30�

小
八
林
堀
和
哉
家
文
書
に
関
す
る
調
査
報

告
、同
文
書
寄
附
受
入
れ
（
妻
沼
展
示
館
）

７
・
３�

『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
等
に
係
る
調

査
（
北
海
道
せ
た
な
町
、
今
金
町
〔
～
７

日
〕）

７
・
12�

『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
に
係
る
調
査

（
群
馬
県
千
代
田
町
光
恩
寺
ほ
か
）

７
・
15�
市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
〔
熊
谷
市
長
寿

ク
ラ
ブ
連
合
会
大
里
支
部
第
二
ク
ラ
ブ
〕

（
手
島
集
会
所
）

７
・
18�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議
（
市
立
商
工

会
館
）

７
・
21�

学
校
資
料
調
査
（
市
立
星
宮
小
学
校
、
同

佐
谷
田
小
学
校
）

７
・
25�

熊
谷
雑
学
研
究
会
（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

７
・
26�

資
料
調
査
（
県
立
文
書
館
）

７
・
27�

資
料
調
査
（
県
立
文
書
館
）

７
・
28�

学
校
資
料
調
査
（
埼
玉
県
立
熊
谷
女
子
高

等
学
校
）

８
・
１�

熊
谷
雑
学
研
究
会
（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

８
・
４�

佐
谷
田
小
学
校
資
料
返
却

８
・
７�

妻
沼
地
域
文
化
財
調
査
研
究
会
講
演
会
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

８
・
８�

熊
谷
雑
学
研
究
会
講
座
〔
聴
講
〕（
緑
化

セ
ン
タ
ー
）

８
・
10�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
〔
熊
谷
図
書
館

大
井
副
館
長
〕（
久
下
公
民
館
）

８
・
10�

立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業

（
妻
沼
展
示
館
、
熊
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化

村
く
ま
ぴ
あ
（
以
下
、
く
ま
ぴ
あ
）〔
～

12
日
〕）

８
・
12�

第
一
〇
回
『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
編

集
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

８
・
15�

新
聞
記
事
調
査
（
市
立
熊
谷
図
書
館
）

８
・
16�

近
世
石
塔
調
査
（
妻
沼
瑞
林
寺
）

８
・
17�

熊
谷
市
史
編
集
委
員
の
委
嘱
に
関
す
る
説

明
〔
渡
来
靖
氏
〕（
立
正
大
熊
谷
）

８
・
17�

新
聞
記
事
調
査
（
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館

（
以
下
、
県
立
熊
谷
図
書
館
））

８
・
18�

熊
谷
市
史
編
集
委
員
の
委
嘱
に
関
す
る
説

明
〔
八
戸
昭
一
氏
〕（
県
環
境
科
学
国
際

セ
ン
タ
ー
）

８
・
18�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

８
・
23�

立
正
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
受

入
れ

８
・
30�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
小
島
公
民
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館
）

８
・
31�

熊
谷
市
史
編
集
委
員
の
委
嘱
に
関
す
る
説

明
〔
井
上
素
子
氏
、
北
沢
俊
幸
氏
〕（
埼

玉
県
立
自
然
の
博
物
館
、
立
正
大
熊
谷
）

８
・
31�
立
正
大
学
古
文
書
研
究
会
と
の
共
同
事
業

（
妻
沼
展
示
館
、
く
ま
ぴ
あ
〔
～
９
月
５

日
〕）

９
・
２�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
男
沼
公
民

館
）

９
・
４�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
太
田
公
民

館
）

９
・
５�

借
用
史
料
の
書
籍
へ
の
掲
載
に
係
る
説
明

（
日
向
船
田
家
）

９
・
７�

俵
瀬
地
区
聞
き
と
り
調
査
（
俵
瀬
公
民

館
）

９
・
７�

荒
宿
地
区
聞
き
取
り
調
査
（
荒
宿
公
民

館
）

９
・
８�

葛
和
田
地
区
（
宿
通
り
）
聞
き
取
り
調
査

（
秦
公
民
館
）

９
・
８�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
文
書
館
）

９
・
９�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
文
書
館
）

９
・
12�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
須
賀
広
釈

迦
寺
）

９
・
13�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

９
・
15�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
市
行
政
文
書
調
査

（
妻
沼
展
示
館
）

９
・
20�

新
聞
記
事
調
査
（
市
立
熊
谷
図
書
館
）

９
・
21�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
埼
玉

県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
）

９
・
26�

新
聞
記
事
調
査
（
市
立
熊
谷
図
書
館
）

９
・
26�

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
文
書
追
加
借
用

９
・
27�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
江
南
公
民

館
）

９
・
28�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
文
書
館
）

10
・
３�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
熊
谷

図
書
館
）

10
・
３�

弥
藤
吾
森
田
安
彦
氏
収
集
文
書
追
加
借
用

10
・
５�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
文
書
館
）

10
・
５�

美
土
里
町
小
沢
家
資
料
調
査

10
・
７�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
市
行
政
文
書
調
査

（
妻
沼
展
示
館
）

10
・
12�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

10
・
13�

第
一
回
（
仮
称
）
地
形
・
地
質
専
門
部
会

会
議
（
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

10
・
14�
大
東
文
化
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
師

派
遣
（
同
大
学
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

10
・
17�

第
一
一
回
『
荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
』
編

集
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

10
・
20�

第
一
回
近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

10
・
20�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
市
行
政
文
書
調
査

（
妻
沼
展
示
館
）

10
・
23�

第
一
回
近
世
専
門
部
会
会
議
（
荒
川
公
民

館
）

10
・
24�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
中
奈
良
大

江
指
観
音
堂
、
同
馬
場
集
会
所
、
池
上
梅

岩
院
）

10
・
25�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

10
・
25�

西
別
府
杉
田
氏
収
集
文
書
返
却

10
・
25�

東
別
府
湯
殿
神
社
調
査

10
・
25�

葛
和
田
舞
原
正
家
資
料
調
査

10
・
26�

熊
谷
市
郷
土
文
化
会
大
里
用
水
路
現
地
研

修
会
（
深
谷
市
～
妻
沼
地
域
）

10
・
27�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
市
行
政
文
書
調
査

（
妻
沼
展
示
館
）

10
・
30�

『
熊
谷
市
史�

資
料
編
７　

近
代
・
現
代
２�

熊
谷
地
域
編
下
』
担
当
者
会
議
（
妻
沼
展

示
館
）

10
・
31�

大
麻
生
馬
場
國
夫
氏
収
集
文
書
返
却

11
・
８�

文
書
調
査
（
東
京
都
公
文
書
館
）

11
・
10�

妻
沼
歴
史
散
歩
の
会
講
師
派
遣
（
秦
地

区
）

11
・
10�

新
聞
記
事
調
査
（
県
立
熊
谷
図
書
館
）

11
・
15�

東
京
都
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
所
蔵
根

岸
武
香
旧
蔵
拓
本
調
査
（
妻
沼
展
示
館
）

11
・
16�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
市
行
政
文
書
調
査

（
荒
川
公
民
館
）

11
・
17�

直
実
市
民
大
学
講
座
講
師
派
遣
（
熊
谷
文

化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
）

11
・
18�

埼
史
協
主
管
課
長
等
研
修
会
（
東
京
都
公

文
書
館
）
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11
・
19�

行
田
市
郷
土
博
物
館
友
の
会
主
催
ふ
る
さ

と
講
座
講
師
派
遣
（
行
田
市
立
郷
土
博
物

館
）

11
・
23�
第
一
回
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
熊
谷

図
書
館
）

11
・
24�

妻
沼
中
央
公
民
館
歴
史
講
座
講
師
派
遣

（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

11
・
24�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
市
行
政
文
書
調
査

（
市
立
熊
谷
図
書
館
）

11
・
28�

近
代
・
現
代
専
門
部
会
資
料
調
査
（
熊
谷

図
書
館
）

11
・
29�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
西
別
府
観

音
堂
、
川
原
明
戸
明
道
寺
）

11
・
29�

第
二
回
近
世
専
門
部
会
巻
担
当
者
会
議

（
立
正
大
品
川
）

12
・
１�

妻
沼
中
央
公
民
館
歴
史
講
座
講
師
派
遣

（
妻
沼
中
央
公
民
館
）

12
・
１�

四
方
寺
旧
吉
田
家
屋
敷
神
石
塔
等
調
査

12
・
４�

市
政
宅
配
講
座
講
師
派
遣
（
秦
公
民
館
）

12
・
５�

大
麻
生
馬
場
家
文
書
返
却

12
・
９�

新
興
古
書
大
即
売
展
〔
史
料
購
入
〕（
東

京
古
書
会
館
）

12
・
12�

大
麻
生
伊
佐
山
家
文
書
借
用

12
・
12�

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
調
査
（
万
吉
見
性

院
）

12
・
13�

古
文
書
調
査
（
県
立
文
書
館
）

12
・
14�

学
校
資
料
調
査
（
桜
木
小
学
校
、
熊
谷
南

小
学
校
）

12
・
15�

資
料
調
査
（
熊
谷
図
書
館
）

12
・
20�

四
方
寺
旧
吉
田
家
屋
敷
神
石
塔
等
調
査

12
・
22�

直
実
市
民
大
学
受
講
生
見
学
来
館
対
応

（
妻
沼
展
示
館
）

12
・
26�

熊
谷
雑
学
研
究
会
講
座
講
師
派
遣
（
緑
化

セ
ン
タ
ー
）

12
・
27�

行
田
市
郷
土
博
物
館
資
料
調
査

※�

本
業
務
日
誌
は
、
事
務
局
が
関
わ
っ
た
も
の
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。


